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献
呈
の
辞

向
井
芳
樹
先
生
が
、
め
で
た
く
古
稀
を
迎
え
ら
れ
、
二
〇
〇
三
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
。
先
生
は
一
九
七
七
年
に
同
志
社
大
学
に
着
任
さ
れ
て

以
来
、
文
化
学
科
国
文
学
専
攻
に
籍
を
お
か
れ
、
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
学
生
の
指
導
に
当
た
ら
れ
、
同
志
社
大
学
の
研
究
と
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
て

こ
ら
れ
た
。
ま
た
先
生
は
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
、
多
く
の
外
国
人
研
究
者
も
育
成
さ
れ
、
同
志
社
大
学
の
名
を
海
外
に
高
め
て
下
さ
っ
た
。
同
志
社
大
学
国
文

学
会
で
は
、
先
生
の
在
職
中
の
ご
功
績
を
讃
え
、『
同
志
社
国
文
学
』
第
五
十
八
号
を
、
先
生
の
退
職
記
念
号
と
し
て
編
集
・
刊
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
こ
に
会
員
一
同
、
感
謝
の
意
を
こ
め
て
、
本
号
を
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
生
は
、
は
や
く
か
ら
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
な
ど
の
近
世
演
劇
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
成
果
は
、
名
著
『
近
松
の
方
法
』（
一
九
七
六
年
刊
）
に
結
実
し
て

い
る
。
ま
た
木
下
順
二
の
民
話
劇
や
中
国
古
典
劇
の
研
究
も
精
力
的
に
推
進
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
、
先
生
に
よ
る
『
曽
根
崎
心
中
』
や
『
夕
鶴
』
の
中
国
版
脚
本
の

製
作
や
上
演
に
ま
で
発
展
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
生
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
演
劇
や
舞
踊
の
脚
本
執
筆
や
演
出
を
行
な
わ
れ
て

い
る
が
、
先
生
の
学
問
研
究
は
、
創
作
・
実
践
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

先
生
は
、
文
学
や
演
劇
に
関
す
る
、
広
く
深
い
学
殖
と
、
大
人
的
な
お
人
柄
と
に
よ
っ
て
、
研
究
者
や
学
生
に
敬
愛
さ
れ
、
大
き
な
影
響
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ

れ
が
海
外
の
学
生
や
演
劇
人
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
事
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
学
内
に
お
い
て
は
、
大
学
紛
争
時
の
文
化
学
科
学
生
主
任
・
教
務
主
任
や
国
文
学
会
会
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
本
学
の
研
究
・
教
育
体
制
を
献
身
的
に

支
え
て
こ
ら
れ
た
こ
と
も
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

先
生
が
、
ご
退
職
に
よ
り
学
内
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
さ
び
し
く
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
か
今
後
も
、
従
来
通
り
の
ご
助
言
と
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
御
壮
健
で
、
ご
研
鑽
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

加
美

宏



目

次

向
井
芳
樹
教
授
の
履
歴

（

１

）

向
井
芳
樹
教
授
の
業
績
目
録

（

４

）

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

西

村

知

子
（

一

）

｜
｜
『
義
経
記
』
変
容
の
一
過
程
｜
｜

謡
曲
《
高
安
》
の
背
景
と
そ
の
行
方

橋

場

夕

佳
（

一
三

）

｜
｜
伊
勢
物
語
注
釈
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
｜
｜

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

黄

二
四

）

『
伽
婢
子
』
論
｜
｜

高

野

昌

彦
（

三
四

）

｜
｜
怪
異
小
説
の
生
成
｜
｜

近
松
三
姦
通
浄
瑠
璃
の
方
法

早

川

久
美
子
（

四
五

）

｜
｜
作
中
の
出
来
事
と
主
人
公
に
よ
る
自
覚
｜
｜

『
国
性
爺
合
戦
』
か
ら
『
漢
国
無
体

此
奴
和
日
本
』
へ

井

上

厚

史
（

五
九

）

｜
｜
江
戸
時
代
に
お
け
る
華
夷
観
の
変
容
｜
｜

『
女
殺
油
地
獄
』
の
構
造

白

瀬

浩

司
（

七
二

）

『
新
版
歌
祭
文
』「
野
崎
村
の
段
」
の
成
立
に
つ
い
て

小

川

嘉

昭
（

九
二

）

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

李

国

勝
（
一
〇
二
）



時
代
の
変
遷
に
伴
う
神
話
・
伝
説
の
変
容

呉

艶
（
一
一
五
）

｜
｜
七
夕
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

韓
国
の
語
り
物
パ
ン
ソ
リ
「
興
甫
歌
」

邊

恩

田
（
一
二
四
）

｜
｜
語
り
手
・
流
派
・
語
り
の
継
承
｜
｜

読
者
と
の
「
腕
く
ら
べ
」

真

銅

正

宏
（
一
三
四
）

｜
｜
花
柳
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
｜
｜

同
志
社
大
学
国
文
学
会
彙
報

（
一
四
四
）

（
一
七
四
）

日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
に
つ
い
て
の
一
考
察

平

田

祐

子
（
一
八
四
）

｜
｜
日
本
人
の
特
性
を
考
慮
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
｜
｜
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学

歴

一
九
四
八
年
四
月

兵
庫
県
立
第
二
神
戸
高
校
（
校
名
変
更
）
入
学

一
九
五
一
年
三
月

兵
庫
県
立
兵
庫
高
校

卒
業

一
九
五
一
年
三
月

神
戸
大
学
理
学
部
文
科
（
組
織
変
更
）
入
学

一
九
五
五
年
三
月

神
戸
大
学
文
学
部
文
学
科
国
文
学
専
攻

卒
業

一
九
五
七
年
四
月

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程

入
学

一
九
五
九
年
三
月

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了

一
九
五
九
年
四
月

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程

入
学

一
九
六
二
年
三
月

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程

退
学

２

職

歴

一
九
五
五
年
四
月

神
戸
大
学
文
学
部

助
手

一
九
五
七
年
三
月

同

退
職

一
九
六
二
年
四
月

西
宮
市
立
西
宮
高
校

教
諭

一
九
六
三
年
三
月

同

退
職

一
九
六
三
年
四
月

帝
塚
山
学
院
短
期
大
学

専
任
講
師

一
九
六
四
年
四
月

帝
塚
山
学
院
短
期
大
学

助
教
授

一
九
六
八
年
三
月

同

退
職

向
井
芳
樹
教
授
の
履
歴

１



一
九
六
八
年
四
月

帝
塚
山
学
院
大
学

助
教
授

一
九
七
一
年
四
月

帝
塚
山
学
院
大
学

教
授

一
九
七
七
年
三
月

同

退
職

一
九
七
七
年
四
月

同
志
社
大
学
文
学
部

教
授

一
九
七
八
年
四
月

同
志
社
大
学
大
学
院
修
士
課
程

任
用
教
授

一
九
八
五
年
四
月

同
志
社
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

任
用
教
授

一
九
八
七
年
三
月

七
月

武
漢
大
学
外
文
系

外
籍
教
授

一
九
九
三
年
九
月

一
九
九
四
年
八
月

中
国
戯
曲
学
院

外
籍
教
授

３

役

職

一
九
八
〇
年
四
月

一
九
八
二
年
三
月

同
志
社
大
学
文
学
部
文
科
学
科

学
年
主
任

一
九
八
八
年
四
月

一
九
八
九
年
三
月

同
志
社
大
学
文
学
部
文
科
学
科

教
務
主
任

一
九
九
二
年
四
月

一
九
九
三
年
三
月

同
志
社
大
学

大
学
院
委
員
会

委
員

一
九
九
六
年
四
月

一
九
九
八
年
三
月

同
志
社
大
学
大
学
院

国
文
学
専
攻
教
務
主
任

４

そ
の
他

一
九
八
八
年
四
月

一
九
九
〇
年
三
月

武
漢
漢
劇
院
青
年
実
験
団

芸
術
指
導

一
九
九
〇
年
四
月

一
九
九
四
年
三
月

武
漢
漢
劇
院
芸
術
研
究
院

芸
術
指
導

一
九
九
四
年
四
月

武
漢
中
国
漢
劇
院

芸
術
指
導

二
〇
〇
一
年
十
一
月

中
国
天
津
市
芸
術
学
校

名
誉
教
授

二
〇
〇
二
年
八
月

北
京
市
中
国
北
方
昆
曲
劇
院

芸
術
顧
問

神
戸
森
女
子
短
大
・
大
阪
厚
生
学
院
・
武
庫
川
女
子
大
学
・
立
命
館
大
学
・
奈
良
教
育
大
学
・
甲
南
女
子
大
学

向
井
芳
樹
教
授
の
履
歴

２



非
常
勤
講
師

一
九
八
七
年
四
月

十
一
月

尼
崎
市
近
松
懇
話
会

委
員

一
九
八
八
年
六
月

十
二
月

尼
崎
市
近
松
オ
ペ
ラ
脚
本
募
集
委
員
会

委
員
長

一
九
八
九
年
四
月

十
二
月

尼
崎
市
近
松
市
民
オ
ペ
ラ
上
演
実
行
委
員
会

委
員

一
九
九
〇
年
一
月

尼
崎
市
近
松
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
選
定
委
員
会

委
員

一
九
九
〇
年
四
月

一
九
九
三
年
三
月

尼
崎
市
近
松
実
験
的
事
業
企
画
制
作
委
員
会

委
員
長

一
九
九
二
年
四
月

一
九
九
三
年
三
月

尼
崎
市
近
松
世
界
演
劇
祭
基
本
構
想
策
定
委
員
会

委
員
長

一
九
九
七
年
七
月

一
九
九
九
年
三
月

尼
崎
市
近
松
創
造
劇
場
企
画
構
想
委
員
会

委
員
長

５

賞

罰

一
九
八
九
年
十
二
月

武
漢
創
作
劇
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
『
曾
根
崎
殉
情
』

一
九
九
六
年
十
月

尼
崎
市
文
化
功
労
賞

一
九
九
八
年
十
月

中
国
創
作
古
典
劇
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
賞
『
夕
鶴
』

一
九
九
九
年
十
二
月

北
京
市
建
国
五
十
周
年
文
芸
作
品
表
彰

佳
作
賞
『
夕
鶴
』

６

所
属
学
会

日
本
演
劇
学
会
・
日
本
文
学
協
会
・
日
本
近
世
文
学
会
・
芸
能
史
研
究
会
・
演
劇
研
究
会
・
俳
文
学
会
・
日
本
歴
史
文
化
学
会

向
井
芳
樹
教
授
の
履
歴

３



向
井
芳
樹
教
授
の
業
績
目
録

修
士
論
文

一
九
五
九
年

三
月

「
近
松
時
代
浄
瑠
璃
の
研
究
」

単

著

一
九
七
六
年

六
月

『
近
松
の
方
法
』
桜
楓
社

共

著

一
九
八
〇
年

三
月

『
昭
和
の
隈
取
』
全
二
巻
、
幻
想
社

共

編

一
九
七
七
年

三
月

一
九
八
〇
年
十
二
月

『
紀
海
音
全
集
』
全
八
巻
、
清
文
堂

編

著

一
九
九
〇
年

三
月

叢
書
江
戸
文
庫

『
豊
竹
座
浄
瑠
璃
集
』
第
二
巻
、
国
書
刊
行
会

創

作

一
九
八
七
年

十
月

『
七
夕
幻
想
』
舞
踊
劇
脚
本

藤
間
遊
子
と
む
ら
さ
き
の
会

大
阪
・
厚
生
年
金
会
館

一
九
八
七
年

十
月

『
曾
根
崎
殉
情
』
改
編
脚
本

武
漢
漢
劇
青
年

実
験
団

尼
崎
・
つ
か
し
ん
ホ
ー
ル

一
九
八
九
年

八
月

『
七
夕
幻
想
』
中
国
用
改
訂
版
脚
本

藤
間
遊
子

北
京
京
劇
院

北
京
・
中
国
民
族
文
化
宮

一
九
九
〇
年

十
月

『
雲
井
太
夫
心
中
』
舞
踊
劇
脚
本

藤
間
遊
子

大
阪
・
御
堂
会
館

一
九
九
〇
年
十
二
月

『
曾
根
崎
殉
情
』
改
編
脚
本

武
漢
漢
劇
研
究
院

北
京
・
人
民
劇
場

一
九
九
一
年

三
月

『
春
の
太
鼓
』
脚
本
（
バ
レ
エ
）
小
西
裕
紀
子

京
都
・
呉
竹
文
化
会
館

向
井
芳
樹
教
授
の
業
績
目
録

４



一
九
九
二
年

十
月

『
曾
根
崎
心
中
道
行
』
脚
本

近
松
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

（
バ
レ
エ
）
小
西
裕
紀
子

尼
崎
・
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

一
九
九
三
年
十
一
月

『
待
つ
女
（
雨
月
物
語
）』
脚
本
（
バ
レ
エ
）
小
西
裕
紀
子

京
都
・
京
都
会
館
大
ホ
ー
ル

一
九
九
五
年
十
一
月

『
シ
ャ
バ
ナ
ッ
ク
』
脚
本
（
バ
レ
エ
）
小
西
裕
紀
子

大
阪
・
近
鉄
劇
場

一
九
九
四
年

八
月

昆
曲
『
夕
鶴
』
改
編
脚
本

北
方
昆
曲
劇
院

北
京
・
北
京
児
童
劇
場

一
九
九
六
年

八
月

昆
曲
『
夕
鶴
』
改
訂
版
脚
本

中
国
創
作
古
典
劇
祭

北
方
昆
曲
劇
院

成
都
・
人
民
劇
場

論

文

一
九
五
六
年

六
月

「「
今
宮
の
心
中
」
論
」
日
本
文
学
協
会
『
日
本
文
学
』
五
巻
六
号

一
九
五
六
年
十
一
月

「
近
松
が
描
い
た
俊
寛
に
つ
い
て
」
神
戸
大
学
国
文
学
会
『
国
文
論
叢
』
五
号

一
九
五
八
年

四
月

「「
冥
途
の
飛
脚
」
の
二
・
三
の
問
題
」
文
学
史
研
究
会
『
文
学
史
研
究
』
九
号

一
九
五
八
年

五
月

「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
お
け
る
敵
役
」
日
本
演
劇
学
会
『
演
劇
学
会
紀
要
』
二
号

一
九
六
〇
年

一
月

「
近
松
時
代
浄
瑠
璃
の
論
理
と
方
法
」
日
本
文
学
協
会
『
日
本
文
学
』
九
巻
一
号

一
九
六
〇
年

五
月

「
身
替
り
の
論
理
」
神
戸
大
学
国
文
学
会
『
国
文
論
叢
』
八
号

一
九
六
二
年

九
月

「
近
松
時
代
浄
瑠
璃
の
構
造
と
方
法
」
近
松
の
会
『
近
松
論
集
』
一
号

一
九
六
三
年
十
一
月

「
幸
若
舞
曲
「
景
清
」
の
論
」
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
『
研
究
年
報
』
十
一
号

一
九
六
五
年

三
月

「
近
松
が
描
い
た
世
界
〈
金
」
至
文
堂
『
解
釈
と
鑑
賞
』
三
十
巻

一
九
六
五
年
十
二
月

「
木
下
順
二
の
民
話
劇
に
つ
い
て
（
１
）」
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
『
研
究
年
報
』
十
三
号

一
九
六
六
年

三
月

「
近
松
時
代
浄
瑠
璃
の
思
想
と
方
法
」
日
本
文
学
協
会
『
日
本
文
学
』
十
五
巻
三
号

一
九
六
六
年
十
二
月

「
木
下
順
二
の
民
話
劇
に
つ
い
て
（
２
）」
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
『
研
究
年
報
』
十
四
号

一
九
六
七
年
十
二
月

「
忠
臣
蔵

七
段
目
・
九
段
目
」
至
文
堂
『
解
釈
と
鑑
賞
』
三
十
二
巻
十
三
号

一
九
六
八
年

三
月

「
語
り
も
の
に
お
け
る
景
清
像
の
展
開
」
大
阪
私
立
短
大
協
会
『
研
究
報
告
集
』
四
号
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一
九
六
八
年

八
月

「
木
下
順
二
の
民
話
劇
に
つ
い
て
「
夕
鶴
」」
東
洋
法
規
社
『
日
本
文
学
叢
攷
』

一
九
六
八
年
十
二
月

「
木
下
順
二
の
民
話
劇
に
つ
い
て
の
序
説
」
帝
塚
山
学
院
大
学
『
研
究
論
集
』
四
号

一
九
六
九
年

三
月

「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
の
結
句
に
つ
い
て
」
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
『
日
本
文
学
研
究
』
一
号

一
九
七
〇
年

十
月

「「
国
性
爺
合
戦
」
事
実
と
虚
構
」
至
文
堂
『
解
釈
と
鑑
賞
』
三
十
五
巻
十
二
号

一
九
七
〇
年
十
二
月

「
木
谷
蓬
吟
の
近
松
研
究
」
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
『
日
本
文
学
研
究
』
三
号

一
九
七
一
年

三
月

「
木
下
順
二
論
」
至
文
堂
『
解
釈
と
鑑
賞
』
三
十
六
巻
三
号

一
九
七
一
年
十
一
月

「
演
劇
的
視
角
か
ら
見
た
人
形
浄
瑠
璃
」
上
方
芸
能
社
『
上
方
芸
能
』
二
十
一
号

一
九
七
二
年

三
月

「
近
松
の
時
代
物
の
発
想
と
人
間
像
」
松
竹
演
劇
部
『
歌
舞
伎
』
十
六
号

一
九
七
三
年

四
月

「
開
か
れ
た
終
幕

木
下
順
二
の
場
合
」
テ
ア
ト
ロ
社
『
テ
ア
ト
ロ
』
三
六
一
号

一
九
七
四
年

四
月

「
義
太
夫
の
な
か
の
王
朝
物
」
演
劇
出
版
社
『
演
劇
界
』
三
十
二
巻
四
号

一
九
七
四
年

九
月

「
堀
河
波
鼓
」
至
文
堂
『
解
釈
と
鑑
賞
』
三
十
九
巻
十
一
号

一
九
七
六
年

三
月

「
昭
和
の
隈
取
」
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
『
日
本
文
学
研
究
』
七
号

一
九
七
六
年
十
二
月

「
俊
寛
の
遺
跡

二
つ
の
硫
黄
嶋
」
帝
塚
山
学
院
大
学
『
研
究
論
集
』
十
号

一
九
七
七
年

十
月

「
隈
取
に
見
る
江
戸
ロ
マ
ン
」
松
竹
演
劇
部
『
歌
舞
伎
』
三
十
八
号

一
九
七
九
年

十
月

「
心
中
天
の
網
島
」
演
劇
出
版
社
『
演
劇
界
』
三
十
七
巻
十
二
号

一
九
八
〇
年

四
月

「
忍
び
扇
の
長
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
日
本
文
学
協
会
『
日
本
文
学
』
二
十
九
巻
四
号

一
九
八
三
年

六
月

「
岸
田
国
士
」
桜
楓
社
『
近
代
作
家
研
究
事
典
』

一
九
八
三
年

七
月

「
木
下
順
二
」
学
燈
社
『
日
本
現
代
文
学
研
究
必
携
』

一
九
八
三
年

十
月

「
紀
海
音

浄
瑠
璃
の
全
盛
と
歌
舞
伎
の
新
展
開
」

「
南
北
と
黙
阿
弥
」
新
日
本
出
版
社
『
日
本
の
近
世
文
学
』
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一
九
八
三
年
十
一
月

「
伊

谷
と
地
芝
居
」
桜
楓
社
『
説
話
伝
承
の
日
本
・
ア
ジ
ア
・
世
界
』

一
九
八
四
年

三
月

「
秋
元
松
代
・「
常
陸
坊
海
尊
」
の
雪
乃
」
学
燈
社
『
国
文
学
』
二
十
九
巻
四
号

一
九
八
四
年
十
二
月

「「
曾
根
崎
心
中
」
論

女
の
ド
ラ
マ
の
発
見
」
同
志
社
大
学
国
文
学
会
『
同
志
社
国
文
学
』
二
十
五
号

一
九
八
五
年

二
月

「
近
松
時
代
浄
瑠
璃
の
劇
的
空
間
『
国
性
爺
合
戦
を
め
ぐ
っ
て
』」
学
燈
社
『
国
文
学
』
三
十
巻
二
号

一
九
八
八
年

三
月

「
近
松
墳
墓
考

広
済
寺
本
墓
説
」
同
志
社
大
学
国
文
学
会
『
同
志
社
国
文
学
』
三
十
号

一
九
八
九
年

三
月

「
出
雲
か
ら
半
二
へ
」
大
修
館
出
版
社
『
講
座
日
本
文
学
』

一
九
八
九
年

三
月

「
中
国
古
典
劇
に
お
け
る
「
死
」
の
表
現
」
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
『
帝
塚
山
日
本
文
学
』

一
九
九
〇
年

三
月

「『
孔
雀
東
南
飛
』
と
『
心
中
宵
庚
申
』」
同
志
社
大
学
国
文
学
会
『
同
志
社
国
文
学
』
三
十
三
号

一
九
九
二
年

三
月

「
北
京
の
「
曾
根
崎
心
中
」」
同
志
社
大
学
国
文
学
会
『
同
志
社
国
文
学
』
三
十
六
号

一
九
九
二
年

一
月

「
近
松
が
描
く
女
の
ド
ラ
マ
」
平
凡
社
、
別
冊
『
太
陽
』

一
九
九
二
年

六
月

「
文
楽
と
地
方
の
人
形
芝
居
」
世
界
思
想
社
『
浄
瑠
璃
の
世
界
』

一
九
九
三
年

三
月

「『
曾
根
崎
心
中
』」
勉
誠
社
『
元
禄
文
学
の
開
花

』

一
九
九
四
年

二
月

「
中
国
古
典
劇
悲
劇
准
劇
『
金
龍
與
蜉
蝣
』
を
見
て
」
康
小
青
翻
訳
、
劇
本
雑
誌
社
『
劇
本
』
二
月
号

一
九
九
六
年

一
月

「
中
国
の
女
方
の
現
状
」
同
志
社
大
学
国
文
学
会
『
同
志
社
国
文
学
』
四
十
三
号

一
九
九
七
年

三
月

「
昆
曲
『
夕
鶴
』
と
女
優
・
洪
雪
飛
」
同
志
社
大
学
国
文
学
会
『
同
志
社
国
文
学
』
四
十
六
号

二
〇
〇
二
年

八
月

「
韓
日
語
り
物
の
比
較
研
究
」
金
明
淑
翻
訳
、
全
州
ソ
リ
祝
祭
学
術
討
論
会
報
告
集

学
会
発
表

一
九
五
六
年
十
一
月

「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
お
け
る
敵
役
に
つ
い
て
」
日
本
演
劇
学
会
秋
季
大
会

京
都
大
学

一
九
八
五
年

十
月

「「
曾
根
崎
心
中
」
論

女
の
ド
ラ
マ
の
発
見
」
日
本
演
劇
学
会
秋
季
大
会

同
志
社
大
学

一
九
八
五
年

十
月

「
近
松
墳
墓
考
」
日
本
演
劇
学
会
秋
季
大
会

園
田
女
子
大
学
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一
九
八
七
年

十
月

「
中
国
古
典
劇
の
現
状
」
日
本
演
劇
学
会
秋
季
大
会

同
志
社
大
学

一
九
八
七
年

十
月

「
中
国
の
夫
婦
心
中
劇
『
孔
雀
東
南
飛
』」
演
劇
研
究
会
例
会

大
阪
大
学

一
九
八
七
年

五
月

「
中
国
古
典
劇
に
お
け
る
「
死
」
の
表
現
」
日
本
演
劇
学
会
春
季
大
会

早
稲
田
大
学

一
九
八
七
年
十
一
月

「
漢
劇
『
曾
根
崎
殉
情
』
に
つ
い
て
」
日
本
演
劇
学
会
秋
季
大
会

甲
南
女
子
大
学

一
九
八
九
年
十
一
月

「『
孔
雀
東
南
飛
』
に
つ
い
て
」
日
本
演
劇
学
会
秋
季
大
会

龍
谷
大
学

一
九
九
五
年

五
月

「
昆
曲
『
夕
鶴
』
と
洪
雪
飛
」
日
本
演
劇
学
会
春
季
大
会

共
立
女
子
大
学

一
九
九
七
年

六
月

「
中
国
古
典
劇
の
水
袖
表
現
」
日
本
演
劇
学
会
春
季
大
会

成
城
大
学

二
〇
〇
一
年

十
月

「
曾
根
崎
心
中
の
世
界
」
日
本
文
芸
学
会
大
会

園
田
女
子
大
学

二
〇
〇
二
年

六
月

「
韓
日
語
り
物
の
比
較

山
椒
太
夫
の
場
合
」
同
志
社
大
学
国
文
学
会

同
志
社
大
学

二
〇
〇
二
年

八
月

「
韓
日
語
り
物
の
比
較
研
究
」
全
州
ソ
リ
祝
祭
学
術
討
論
会

全
州
伝
統
芸
能
大
殿
堂

講

演

一
九
九
九
年
十
一
月

「
漢
字
｜
中
国
と
日
本
｜
」
中
国
・
広
東
大
学

一
九
九
九
年
十
一
月

「
日
本
の
漢
字
改
革
」
中
国
・
華
南
師
範
大
学

一
九
九
九
年
十
一
月

「
昆
曲
『
夕
鶴
』
に
つ
い
て
」
中
国
・
中
山
大
学

二
〇
〇
〇
年

九
月

「
漢
字
｜
中
国
・
韓
国
・
日
本
｜
」
韓
国
・
圓
光
大
学

二
〇
〇
一
年

九
月

「『
夕
鶴
』
と
昆
曲
」
中
国
・
武
漢
大
学

二
〇
〇
一
年
十
一
月

「
昆
曲
『
夕
鶴
』
と
『
夕
鶴
』」
中
国
・
天
津
芸
術
学
校

二
〇
〇
二
年

十
月

「『
傾
城
壬
生
大
念
仏
』
と
『
曾
根
崎
心
中
』」
尼
崎
・
近
松
記
念
館
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